
第

一
章

日
体
幼
稚
園
の
沿
革

日
本
体
育
会
の
幼
稚
園
経
営
は
大
正
八
年
四
月
に
設
立
の
大
井
幼
稚
園
を
も

っ
て
は
じ
ま
り
、
昭
和
六
年
五
月
の
日
本
体
育
会
六
郷

幼
稚
園
の
設
置
と
、
昭
和
十
五
年
六
月

の
ひ
な
つ
る
幼
稚
園
の
買
収

・
経
営
を
経
て
、
昭
和
三
十
年
六
月
に
開
設
の
日
本
体
育
会
あ
さ

ひ
幼
稚
園

(後
の
日
体
幼
稚
園
)
に
い
た

っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
日
本
体
育
会

の
法
人
組
織
は
二
度
に
わ
た

っ
て
改
組
さ
れ
て
い
る
。

大
井
幼
稚
園
、
六
郷
幼
稚
園
を
経
営
し
て
い
た
こ
ろ
の
日
本
体
育
会
は

「社
団
法
人
」
で
あ

っ
た
し
、
ひ
な
つ
る
幼
稚
園
を
買
収
し
た

の
は

「
財
団
法
人
」
日
本
体
育
会
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
更
に
、
今
日
の
日
体
幼
稚
園
に
つ
づ
く
日
本
体
育
会
あ
さ
ひ
幼
稚
園
を
設
立
し

た
と
き
の
日
本
体
育
会
は

「学
校
法
人
」
に
そ

の
組
織
を
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
法
人

の
組
織
が
変
わ
ろ
う
と

も
、
「
日
本
体
育
会
」
が
幼
稚
園
を
経
営
し
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
の
だ
か
ら
、
「
日
体
」
幼
稚
園
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

と
き
に
は
、
大
井
幼
稚
園
ま
で
湖
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
日
体
幼
稚
園
誕
生

の
前
史

と
し
て
戦
前
に
お
け
る

日
本
体
育
会
の
幼
稚
園
経
営
に
つ
い
て
点
描
し
、
次
い
で
戦
後
に
お
け
る
日
本
体
育
会

の
経
営
の
再
開
に

つ
い
て
素
描
す
る
こ
と
に
し

た
い
。
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二

)
戦
前
に
お
け
る
日
本
体
育
会
の
幼
稚
園
経
営

ω

日
本
体
育
会
大
井
幼
稚
園
の
設
立
と
そ
の
趣
旨

日
本
体
育
会

の
幼
稚
園
経
営
は
、
大
正
入
年
四
月
、
荏
原
郡
大
井
町
九
六
九
番
地
に
開
園
し
た
大
井
幼
稚
園

に
は
じ
ま
る
。
こ
の
幼



稚
園
経
営
は
日
本
体
育
会
の
学
校
経
営
事
業

の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
何
故
に

「幼
稚
園
」
に
目
を
向
け

た
の
か
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
、
体
操
学
校
の
あ

っ
た
大
井
の
住
民
が
幼
稚
園
経
営
を
要
望

し
た
こ
と
に
発
す
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
要
望
が
出
て
き
た
背
景

の

一
つ
と
し
て
幼
稚
園
の
廃
園
が
相

つ
い
だ
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
正
六
年
に

一
〇

一
園
あ

っ

た
東
京
の
私
立
幼
稚
園
は
、
翌
七
年
に
は
い
っ
き
に
二
十
六
園
と
約
四
分
の

一
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
米
騒
動
を
契

機
と
す
る
生
活
事
情
の
悪
化
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
幼
稚
園
に
通
園
さ
せ
て
い
た
中
産
階
級
の
家
庭
の
中
で
社
会
不
安
を
恐
れ
て
通
園

を
見
合
わ
せ
よ
う

と
し
た
動
き
が
生
じ
た
こ
と
や
、
低
廉
な
費
用
で
子
ど
も
を
あ
ず
か
る
託
児
所
が
社
会
政
策

の

一
環
と
し
て
設
置
さ

れ
は
じ
め
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
原
因
で
あ

っ
た
の
か
は
別
に
し
て
も
、
大
井
町
に
就
学
前

の
幼
児
を
あ
ず
か
る
教
育
施

設
と
し
て
の
幼
稚
園
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ

っ
た
。
日
本
体
育
会
が
幼
稚
園
経
営
に
乗
り
出
し
て
も
十
分
に
園
児
を
確
保

し
う
る
状
況
に
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
日
本
体
育
会
が
目
指
し
た
幼
稚
園
の
規
模
と
経
営

の
方
法
を
左
に
掲
げ
る

「私
立
幼

稚
園
設
立
認
可
願
」
を
通
し
て
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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私
立
幼
稚
園
設
立
認
可
願

今
般
東
京
府
荏
原
郡
大
井
町
字
北
濱
川
九
百
六
十
九
番
地

二
於
テ
別
紙
要
項
ノ
通
私
立
幼
稚
園
設
立
致
度
候
條
御
認
可
相

成
度
此
段
相
願
候
也

大
正
八
年

一
月
廿

一
日

東
京
府
荏
原
郡
大
井
町
千
百
四
十
九
番
地

社
團
法
人

日
本
禮
育
會
長

比
志
島
義
輝
印

東
京
府
知
事

法
學
博
士

井
上

友

一
殿



私
立
大
井
幼
稚
園
設
立
要
項

園
名

私
立
大
井
幼
稚
園

マ

マ

位
置

東
京
府
荏
原
郡
大
井
町
字
濱
川
九
百
六
十
九
番
地

開
園
期
日

大
正
入
年
四
月

一
日

定
員

入
十
名

(校
舎
圖
面
略
)

経

費
牧

入

金

千
六
百
八
拾
圓

保
育
料

支

出

金

六
百
圓

保
姻
二
人
俸
給

一
人
平
均

一
ケ
月
金
武
拾
五
圓

金

三
百
六
十
圓

助
手
二
名

一
人
平
均

一
ケ
月
拾
五
圓

金

武
百
圓

見
童
保
育
品
費

金

五
拾
圓

備
品
費

金

八
拾
圓

消
耗
品
費

金

拾
圓

通
信
費

金

武
百
七
拾
五
圓
六
拾
八
銭

園
舎
借
地
料

金

入
拾
四
圓
参
拾
武
銭

園
舎
修
繕
費

金

武
拾
圓

火
災
保
瞼
料

計

武
千
百
六
拾
圓

維
持
法
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維
持
ノ
方
法

ハ
前
記
ノ
如
ク
大
燈
見
童
ノ
保
育
料
ヲ
以
テ
支
辮
ス
ト
錐
ト
モ
臨
時
費
ヲ
要
シ
経
費

二
不
足
ヲ
生

ス
ル
ト
キ

ハ

設
立
者
之
ヲ
負
捲
ス

そ
れ
で
は
、
日
本
体
育
会
が
設
置
し
た
大
井
幼
稚
園
は
如
何
な
る

「
園
則
」
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
「大
井
幼
稚

園
規
則
」

(『東
京
教
育
史
資
料
大
系

第
九
巻
』

(昭
和
四
十
九
年
三
月
刊
)
所
収
)
を
次
に
引
用
し
て
お
く

こ
と
に
し
よ
う
。

大
井
幼
稚
園
規
則

第 第 第 第 第
五 四 三 ニ ー
條 條 條 條 條

 

第
六
條

第
七
條

私
立
大
井
幼
稚
園

ハ
幼
児
心
身
ノ
獲
達
ヲ
計
リ
喜
良
ナ
ル
習
慣
ヲ
養
成

ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

私
立
大
井
幼
稚
園
ノ
保
育
事
項

ハ
遊
戯
唱
歌
談
話
手
技
ト

ス

幼
児
ノ
年
齢

ハ
漏
三
年
ヨ
リ
小
學
校
就
學

ニ
ス
ル
マ
テ
ト

ス

幼
児
ノ
定
員

ハ
凡
八
十
名
ト

ス

一
ケ
年
ヲ
分
チ
テ
三
期
ト

ス

第

一
期

四
月

一
日
ヨ
リ
入
月
三
十

一
日

二
至
ル

第
二
期

九
月

一
日
ヨ
リ
十
二
月
三
十

一
日
二
至
ル

第
三
期

翌
年

一
月

一
日
ヨ
リ
三
月
三
十

一
日
二
至

ル

保
育
時
数

ハ
毎
週
凡
二
十
二
時
ト
ス

但
シ
夏
季
休
業
ノ
前
後
各
三
週
以
内

ハ
之
ヲ
減
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

休
業
日
ノ
左
ノ
如
シ

一

祝
日

二

祭
日

三

皇
后
陛
下
御
誕
辰

六
月
二
十
五
日

四

靖
國
神
社
祭

四
月
三
十
日
、
十
月
二
十

三
日

五

日
曜
日

六

記
念
日

七

春
季
休
業

四
月

一
日
ヨ
リ
四
月
七
日

二
至

ル

八

夏
季
休
業

七
月
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十

一
日
ヨ
リ
九
月
十
日

二
至

ル

九

冬
季
休
業

十
二
月
二
十
五
日
ヨ
リ
翌
年

一
月
七
日

二
至

ル

第
八
條

入
園
ノ
期

ハ
毎
年
四
月
ト
ス

但
シ
鉄
員
ア
ル
ト
キ

ハ
臨
時

二
入
園
ヲ
許

ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
九
條

入
園
ヲ
願
フ
者

ハ
左
記
ノ
履
歴
書
ヲ
差
出

ス
ヘ
シ

(用
紙

ハ
園
ヨ
リ
交
附
ス
ル
ニ
付
略
ス
)

第
十
條

入
園
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

ハ
入
園
料
金
戴
圓
ヲ
納
ム
ヘ
シ

第
十

一
條

入
園
ヲ
許
可

セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

ハ
保
護
者

ヨ
リ
左
記
ノ
在
園
謹
書
ヲ
差
出
ス
ヘ
シ

(用
紙

ハ
園
ヨ
リ
交
附

ス
ル
ニ
ツ

キ
略
ス
)

保
護
者

ハ
本
部
若
シ
ク

ハ
其
附
近

二
住
居
シ
丁
年
以
上

ニ
シ
テ

一
家
計
ヲ
立

ツ
ル
者

二
限

ル

第
十
二
條

保
育
料

ハ
幼
児

二
付

一
ケ
年
金
拾
八
圓
ト
ス

第
十
三
條

保
護
者

ハ
幼
児
出
席
ノ
有
無

二
拘

バ
ラ
ス
毎
年
毎
期
若
ク

ハ
毎
月

(入
月
ヲ
除
ク
)
始
業

ノ
日
ヨ
リ
七
日
以
内

二
保

育
料
ヲ
納
付

ス
ヘ
シ

第
十
四
條

毎
期
若
シ
ク

ハ
毎
月

二
分
納
ス
ル
保
育
料
金
額
ヲ
左

ノ
如
ク
定

ム

毎
期
第

一
期
及
第
二
期

各
金
六
圓
七
拾
五
鏡

第
三
期

金
四
圓
五
拾
銭

毎
月

(入
月
ヲ
除
ク
)

四
月
、
十
月

各
金
武
圓
武
拾
五
銭

五
、
六
月
、
七
月
、
九
月
、
十

一
月
、
十
二
月
、

一
月
、
二
月
、
三
月
、
各
金
壼
圓
五
拾

銭

第
十
五
條

半
途

二
入
園
シ
タ
ル
幼
児
ノ
保
育
料

ハ
前
條
ノ
規
定

ニ
ヨ
リ
入
園
シ
タ

ル
月
以
後
ノ
分
ヲ
入
園
後
七
日
以
内

二
納
付

ス
ヘ
シ

第
十
六
條

半
途
に
退
園
シ
タ
ル
幼
児

ニ
シ
テ
退
園
ノ
翌
月
分
以
後
ノ
保
育
料
ヲ
納
付

シ
タ
ル
場
合

ニ
ハ
前
條
月
割
額

ニ
ョ
リ
テ

其
月
以
後
ノ
分
ヲ
返
附
ス

第
十
七
條

保
育
料
ヲ
怠
納

ス
ル
モ
ノ
ハ
退
園
ヲ
命

ス
ル
コ
ト
ア
ル

ヘ
シ

第
十
入
條

幼
児
又

ハ
保
護
者

ノ
轄
居
シ
タ
ル
時

ハ
保
護
者
ヨ
り
直
チ

ニ
届
ケ
出

ス
ヘ
シ
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第
十
入
條

幼
児
又

ハ
保
護
者
ノ
轄
居
シ
タ
ル
時

ハ
保
護
者
ヨ
リ
直
チ

ニ
届
ケ
出

ス
ヘ
シ

但
シ
幼
児
傳
染
病

二
罹
リ
タ
ル
ト
キ

ハ
直
チ

ニ
其
病
状
ヲ
届
出

ス
ヘ
シ

第
二
十
條

退
園
セ
ン
ト
ス
ル
者

ハ
其
理
由
ヲ
具
シ
保
護
者

ヨ
リ
其
旨
申
出
ツ
可
シ

第
二
十

一
條

左
ノ
各
項
ノ

一
二
該
當

ス
ル
者

ニ
ハ
退
園
ヲ
命

ス

一

無
届
訣
席

一
ケ
月
以
上

二
及
ブ
者

二

當
園
教
育
ノ
趣
旨

二
適
セ
ス
ト
認
メ
タ
ル
者

こ
う
し
て
大
井
幼
稚
園
は
大
正
入
年
四
月
に
開
園
を
み
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
比
志
島
義

輝
日
本
体
育
会
会
長
が
、

大
井
町
役
場
が
移
転
し
た
跡
の
敷
地
及
建
物
の
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
な
し
に
は
そ
の
創
立
は
お
ぼ

つ
か
な
か

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
開
園
当
時
の
園
児
数
は
男
児
二
十
七
名
、
女
児
二
十
七
名
、
計
五
十
四
名
、
職
員
数
は
園
長
の
外
保
母
二
名

(『大
井
町
史
』
昭
和

七
年
九
月
刊
)
で
あ

っ
た
。
入
園
児
が
申
請
時

の
定
員
を
下
回

っ
て
い
た
と
は
い
え
、
経
営
が
成
り
立
つ
人
数

で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
大
井
幼
稚
園
の
初
代
園
長
で
あ
る
が
、
大
正
十
年
十
二
月
三
十
日
設
立
者
比
志
島
義
輝
よ
り
嘱
託

さ
れ
た
横
川
禎
三
氏
が

そ
の
任
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で

『大
井
町
志
』

(大
正
十
二
年
七
月
刊
)
は
、
大
井
幼
稚
園
に
つ
い
て

「
(大
正
十
二
年
)
現
在
保

婦
二
名
、
児
童
四
十
二

名
、
保
育
課
目
、
説
話
、
行
儀
、
手
技
、
唱
歌
、
遊
戯
、
自
然

へ
の
接
鰯
等
で
あ
る
」
と
記
述
し
て
い
る
。
設
立
当
時

の
園
則
に
、
「私

立
大
井
幼
稚
園
の
保
育
事
項

ハ
遊
戯
唱
歌
談
話
手
技
ト

ス
」
(第
二
條
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
開
園
四
年

後
に
は
、
新
た
に
、
行

儀
と
自
然

へ
の
接
触
等
の
保
育
内
容
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「行
儀
」
は
家
庭
教
育
を
意
識
し

て
採
用
さ
れ
、
「自
然
」

は
多
摩
川
河
川
敷
に
比
較
的
近
か
っ
た
り
、
緑
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
う
自
然
環
境
条
件
を
反
映
し
た
結
果

で
あ

っ
た
と
推
さ
れ
よ
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う
。
こ
の
よ
う
に
大
井
幼
稚
園
は
保
育
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
幼
児
教
育
の

一
翼
を
担

っ
て
き
た
わ
け

で
あ
る
が
、
大
正
末
年
か

ら
昭
和
初
年
代
の
状
況
は
資
料
不
足
か
ら
未
だ
詳
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。
し
か
し

『大
井
町
史
』
に
は
、

昭
和
七
年
七
月
に
は
園
児

数
は
、
男
児
十
六
名
、
女
児
十
四
名
、
計
三
十
七
名
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
〇
名
を
前
後
す
る
園
児
を
抱
え
な
が
ら
、
保
育

が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
域
の
要
請
に
応
え
て
地
道
な
経
営
を
続
け
て
き
た
大
井
幼
稚
園
で
は
あ

っ
た
が
、
昭
和
九
年
三
月
末
日
を
も

っ
て
日
本

体
育
会
の
経
営
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
昭
和
九
年
二
月
、
日
本
体
育
会
常
議
員
会
は
世
田
谷
区
深
沢
体
操
学
校
用
地
の
買
収
を

決
定
す
る
と
と
も
に
、
三
月
二
十
三
日
の
理
事
会

で
同
年
三
月
三
十

一
日
を
も

っ
て
、
幼
稚
園
を
廃
園
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
か
ら

で
あ
る
。

②

六
郷
幼
稚
園
の
設
置
と
そ
の
趣
旨

昭
和
六
年
五
月
、
日
本
体
育
会
は
大
井
幼
稚
園
と
は
別
に
、
当
時
東
京
府
荏
原
郡
六
郷
町
字
雑
色

一
五
七

に
位
置
し
て
い
た
体
操
学

校
女
子
部
内
に
、
新
た
に
六
郷
幼
稚
園
を
開
設
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
そ
の
詳
細
を
伝
え
る
資
料
は
な

い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、

当
時
日
本
禮
育
會
常
務
理
事

で
あ

っ
た
野
崎
惣
治
が

『國
民
体
育
』

(昭
和
六
年
五
月
号
)
に

「
六
郷
幼
稚
園

の
設
立
」
と
題
す
る

一
文

を
寄
せ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
根
拠
に
日
本
体
育
会

の
第
二
の
幼
稚
園
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
野
崎

は
六
郷
幼
稚
園
の
設
置
に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
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日
本
禮
育
會
は
新
た
に
六
郷
幼
稚
園
を
禮
操
学
校
女
子
部
構
内
に
設
置
し
、
五
月

一
日
を
以
て
之
が
開
園
式
を
學
行
す
る
に
至

つ
た
。
本
會
は
過
去
四
十
年
來
膿
育
を
基
礎
と
し
た
る
教
育
事
業
を
経
営
し
て
今
日
に
至

つ
て
を
る
が
、
現
に
禮
操
學
校
及
び
同



女
子
部
、
荏
原
中
學
校

の
外
に
、
大
井
町
に
も
大
井
幼
稚
園
を
設
け
今
又
此
の
六
郷
町
に
幼
稚
園
を
開
設
し
た
所
以
は
、
全
く
禮

育
的
教
養

の
特
に
幼
見
に
於
て
必
要
な
る
を
認
め
幼
少
な
る
者
程
禮
育

の
重
視
せ
ら
る
べ
き
を
確
信
せ
る
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
實

に
教
育

の
根
本
問
題
は
身
禮
の
強
健
及
び
其
の
農
達
よ
り
出
襲
し
、

一
面
に
は
訓
練
に
よ

つ
て
道
徳
的
品
性
を
養

ひ
個
人
と
し
て

将
た
國
民
と
し
て
の
責
任
を
自
毘
せ
し
め
、
他
面
に
は
訓
練

に
よ

つ
て
多
角
的
興
味
と
實
際
的
技
能
と
を
與

へ
る
こ
と
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
我
國
の
法
令

で
は
、
幼
稚
園
と
は
漏
三
歳
よ
り
尋
常
小
學
校
に
入
學
す
る
迄

の
幼
児
を
保
育
し
て
其

の
心
身

を
健
全

に
獲
達
せ
し
め
、
善
良
な
る
性
情
を
滴
養
せ
し
め
以
て
家
庭
教
育
を
補
は
ん
こ
と
を
要
旨
と
し
て
を
る
の
は
、
蓋
し
最
も

適
切
に
禮
育
基
礎
説
に
よ
れ
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
我
が
日
本
禮
育
會
が
特
に
幼
稚
園
の
経
螢
に
當
る
所
以
の
極

め
て
意
義
あ
る
こ
と
を
思
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
、
大
井
幼
稚
園
と
並
行
し
て
開
園
さ
れ
た
六
郷
幼
稚
園
は
、
そ
の
対
象
を
満
三
歳
よ
り
小
学
校

入
学
ま
で
の
幼
児
と
し
、

心
身

の
健
全
な
る
発
達
と
善
良
な
る
性
情
の
育
成
を
目
指
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
氏
は
、
続
け
て
当
時

の
六
郷

幼
稚
園
の
運
動
施
設
の
優
秀
さ
と
地
元
民
の
支
援
を
た
た
え
て
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
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由
來
幼
稚
園
に
於
て
は
、
自
然
の
保
育
場
た
る
遊
園
を
有
す
べ
き
は
論
を
挨
た
ぬ
。
英
國
に
於
て
も
米
國
に
於
て
も
建
物
な
き

幼
稚
園
は
あ
り
得
る
と
考

へ
ら
れ
て
も
、
運
動
場
な
き
幼
稚
園
は
認
め
ら
れ
な
い
の
は
固
よ
り
當
然
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
鮎

に
於
て
我
が
六
郷
幼
稚
園
は
、
新
築
し
た
る
園
舎
並
に
運
動
場
を
利
用
し
得
る
鮎
に
於
て
、
其
附
近
は
ま
た
人
家
稠
密
な
ら
ず
六

郷
河
畔
に
程
近
く
空
氣
清
浮
な
る
貼
に
於
て
、
極
め
て
好
適
地
た
る
を
信
ず
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
特
に
園
長
と
し
て
稻
垣
中
將

閣
下
を
煩
は
し
、
経
験
と
學
歴
と
を
有
す
る
保
姻
数
名
を
囑
託
し
更
に
膿
操
學
校
教
職
員
数
名
は
陰
に
陽

に
之
を
補
佐
助
力
す
る

こ
と
に
な
つ
て
を
る
。
殊

に
嬉
し
き
は
同
地
有
志

の
聲
援
で
あ
る
。
町
長
を
は
じ
め
町
内
有
力
者
諸
氏
は
、
多
大

の
賛
意
を
表
し
、



援
助
を
惜
ま
れ
ず
よ
く
設
置
の
趣
旨
を
解
せ
ら
れ
、
本
會
が
名
利
を
顧
み
ざ
る
は
勿
論
資
財
を
投
じ
て
経
螢
せ
る
に
封
し
、
慮
援

せ
ら
れ
つ

・
あ
る
は
、
眞

に
愉
快
に
た

へ
な
い
所
で
あ
る
。
教
育
事
業
は
實
に
斯
く
美
は
し
き
犠
牲
的

精
神
の
結
合
に
侯
た
ね
ば

な
ら
ぬ
。
吾
入
は
弦
に
地
の
利
と
人
の
和
と
を
得
た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
六
郷
幼
稚
園
は
、
日
本
体
育
体
操
学
校
校
長
で
あ

っ
た
稲
垣
三
郎
を
園
長
に
迎
え
、
な
お
か

つ
、
町
長
や
町
内
有
力
者

の
声
援
に
支
え
ら
れ
て
、
発
展
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
軌
道
に
の
り
か
け
た
こ
の
六
郷
幼
稚
園
も
大
井
幼

稚
園
と
同
じ
理
由
か
ら
、
昭
和
九
年
三
月
三
十

一
日
を
も

っ
て
廃
園
と
な

っ
た
。

㈹

ひ
な
つ
る
幼
稚
園
の
買
収
と
幼
稚
園
経
営

の
中
断

昭
和
十
五
年
六
月
、
日
本
体
育
会
は

「
ひ
な
つ
る
幼
稚
園
」
を
買
収
し
幼
稚
園
経
営
を
再
開
し
た
。
そ
こ
で
本
会
が
経
営
す
る
以
前

の
ひ
な
つ
る
幼
稚
園
に
つ
い
て
簡
単

に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

「
ひ
な
つ
る
幼
稚
園
」
と
い
う
名
称
は
昭
和
七
年
十
月
に
改
称
さ
れ
た
も
の
で
、
以
前

は

「新
町
幼
稚
園
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
大

正
十
五
年
八
月
、
三
室
戸
爲
光
が
こ
の
幼
稚
園
を
東
京
府
荏
原
郡
駒
澤
町
深
澤
七
十
番
地
に
設
立
、
同
年
十
月
自
ら
が
園
長
と
な
り
そ

の
経
営
と
教
育
に
携
わ

っ
て
い
る
。
新
町
幼
稚
園
の
所
在
地
は
元
東
京
信
託
株
式
会
社

の
経
営
地
で
あ

っ
た
。
設
立
当
時

の
園
則
に
は
、

「
定
員
ヲ
百
二
十
名
ト
シ
之
ヲ
三
組
或

ハ
四
組

二
分

ツ

一
組
ヲ
三
十
名
ト
シ
各
組

二
保
娚

一
名
ヲ
置
ク
」

(第

二
條
)
と
み
え
る
の
で
、

か
な
り
の
規
模

で
幼
稚
園
経
営
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
推
さ
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
九
年
に
は
、
三
室
戸
爲
光
を
園
長
と
す
る
ひ
な

つ
る
幼
稚
園
は
保
母
数
二
名
、
園
児
数
二
十
七
名
で
あ

っ
た

(『世
田
谷
区
史

下
巻
』
昭
和
二
十
六
年
三
月
刊
)
こ
と
か
ら
、
そ
の
経

営
は
行
詰

っ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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昭
和
十
五
年
六
月
、
そ
の
ひ
な
つ
る
幼
稚
園
は
日
本
体
育
会
に
よ

っ
て
買
収
さ
れ
、
新
た
な
る
歴
史
を
刻
む

こ
と
に
な

っ
た
。
し
か

し
、
太
平
洋
戦
争

へ
の
突
入
に
伴

い
、
東
京
都
教
育
局
は
昭
和
十
九
年
四
月
十
九
日
、
空
襲
必
至
体
制
下
に
お
け
る
非
常
措
置
と
し
て

東
京
都
下
の
幼
稚
園
に
対
し
て
閉
鎖
令
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
東
京

の
幼
稚
園
は
す
べ
て
休
園
と
な
る
が
、
日
本
体
育
会
の
ひ
な

つ
る
幼
稚
園
は
閉
鎖
令
以
前
に
自
然
休
園
状
態
と
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
休
園
に
よ

っ
て
園
庭
は
日
体
女
子

部

の
運
動
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
終
戦
後
、
日
本
体
育
専
門
学
校
の
土
浦
移
転
の
後
、
女
子
部
の
校
舎

は
日
本
体
育
会
の
事
務

所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

(二
)
日
本
体
育
会
に
よ
る
幼
稚
園
経
営
の
再
開

ー
あ
さ
ひ
幼
稚
園
か
ら
日
体
幼
稚
園

へ
～

ω

日
本
体
育
会
あ
さ
ひ
幼
稚
園

の
開
園
と
展
開

日
本
体
育
会
あ
さ
ひ
幼
稚
園
設
置
に
係
わ
る
経
緯

に
つ
い
て
は
、
第

一
部
第
四
章
の

「幼
稚
園
経
営
の
再
興
」

の
中
で
詳
し
く
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
開
園
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
し
よ
う
。

学
校
法
人
日
本
体
育
会
あ
さ
ひ
幼
稚
園
が
、
東
京
都
世
田
谷
区
深
沢
町
入
丁
目
四
番

一
号
の
地
に
開
設
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年

六
月
二
十

一
日
で
あ

っ
た
。
創
設
者
で
あ
る
日
本
体
育
会

の
米
本
卯
吉
理
事
長
は
、
幼
児
の
健
康
を
重
要
視
し
て
、
「健
康
第

一
主
義
」

の
幼
稚
園
と
し
て
、
健
康
教
育
に
特
に
力
を
入
れ
る
よ
う
指
示
し
た
。
「幼
児
は
心
身
と
も
に
健
康
で
、
の
び

の
び
と
生
活
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
幼
稚
園
の
集
団

の
中
で
、
生
活

の
適
応
に
必
要
な
習
慣
を
身
に

つ
け
、

い
ろ
い
ろ
な
表
現
や
活
動
を
楽
し
む
日
々
で
あ
り

た
い
。
物
事
を
よ
く
考
え
、
創
造
す
る
心
を
養
う
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
人
間
性
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
し

て
そ
の
総
べ
て
の
基
礎

と
な
る
も

の
が
健
康
で
あ
る
」
と
す
る

「
健
康
第

一
主
義
」
は
、
本
園
の
教
育
方
針
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
最
初
の
幼
稚
園
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園
則
は
左
に
掲
げ
る
ご
と
く
制
定
さ
れ
て
い
る
。

第

日
本
体
育
會
あ
さ
ひ
幼
稚
園

々
則

-

第

一
章

総

則

條

こ
の
幼
稚
園
は
学
校
教
育
法
第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
入
条
に
從

つ
て
幼
児
を
保
育
し
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
用

し
幼
児
を
安
全
保
育
し
、
理
想

の
施
設
を
整
備
し
、
そ
の
心
身

の
登
達
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第 第 第 第

五 四 三 二

條 條 條 條

第 第

七 六

條 條

 

第

八

條

こ
の
幼
稚
園
は
、
日
本
体
育
会
あ
さ
ひ
幼
稚
園
と
い
ふ
。

こ
の
幼
稚
園
の
位
置
を
東
京
都
世
田
谷
区
深
沢
町
四
丁
目
七
拾
番
地
に
置
く
。

こ
の
幼
稚
園
に
入
園
で
き
る
者
は
、
漏
四
歳
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
幼
児
と
す
る
。

こ
の
幼
稚
園

の
定
員
を
、
六
〇
名
と
し
、
漏
四
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
組
と
漏
五
歳
よ
り
小
学
校
就
学
ま
で
の
組
に

分
け
る
。

第
二
章

保
育
年
限
保
育
期
及
休
業
日

こ
の
幼
稚
園
の
保
育
年
限
は

ニ
ケ
年
と
す
る
。

一
年
を
次
の
保
育
期
に
分
け
る
。

第

一
保
育
期

四
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で

第
二
保
育
期

九
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で

第
三
保
育
期

一
月

一
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で

本
園
の
休
園
は
次
の
通
り
と
す
る
。

一
、
日
曜
日

二
、
國
民
の
祝
日
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第

九

條

第

十

條

第

十

一
條

第

十

二

條

第

+

三

條

三
、
夏
期
休
業

七
月
十

一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で

四
、
冬
期
休
業

十
二
月
二
十
五
月
か
ら

一
月
七
日
ま
で

五
、
春
期
休
業

四
月

一
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で

六
、
学
校
法
人
日
本
体
育
會
創
立
紀
念
日

七
、
日
本
体
育
会
あ
さ
ひ
幼
稚
園
開
園
記
念
日

始
業
及
び
終
業
の
時
刻
は
次
の
通
り
と
す
る
。

午
前
九
時
か
ら
午
後

一
時
ま
で
、
た
ぐ
し
季
節
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
章

教
育
課
程
、
保
育
日
時
数
及
び
教
職
員
組
織

保
育
内
容
は

ω
健
康
保
育
、
②
リ
ズ
ム
、
㈹
休
息
、
ω
音
樂
、
㈲
自
由
遊
び
、
㈲
お
話
、
ω
自
然
観
察
、
㈹
絵
画
、
㈲
製
作
、

⑩
ご
っ
こ
遊
び
、
劇
遊
び
、
人
形
芝
居
、
⑪
見
学
、
⑰
年
中
行
事
、
(ひ
な
祭
、
端
午
の
節
句
、
学
校
法
人
日
本
体

育
会
体
育
祭
参
加
)
等
で
あ
る
。

一
日
の
保
育
時
数
は
、
四
時
間
と
し
、
第
十
條
に
從

い
保
育
す
る
。

こ
の
幼
稚
園
に
次
の
教
職
員
を
お
く
。

一
、
園

長

一
名

二
、
教

諭

二
名
以
上

三
、
園

医

二
名

(
こ
の
内

一
名
を
歯
科
医
と
す
)

四
、
事
務
職
員

一
名

園
長
は
園
務
を
処
理
し
、
所
属
職
員
を
監
督
す
る
。

第
四
章

入
園
、
退
園
、
休
園
、
修
了
及
び
褒
賞

入
園
に
つ
い
て
は
、
園
長
の
許
可
を
要
す
る
。
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第

十

四

條

第

十

五

條

第

十

六

條

第

十

七

條

第

十

入

條

第

十

九

條

第

二

十

條

第
二
十

一
條

附

則

一

、

二

、

入
園
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
申
込
書

に
選
抜
料
を
添
え
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

休
園
又
は
退
園
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
理
由
を
記
し
て
、
保
護
者
か
ら
園
長
に
届
出

る
も
の
と
す
る
。

こ
の
幼
稚
園
所
定

の
保
育
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は
、
修
了
証
書
を
授
支
す
る
。

心
身

の
翼
達
著
し
く
他
の
模
範
と
な
る
者
は
、

こ
れ
を
褒
賞
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
五
章

選
抜
料
及
び
保
育
科
、
入
園
料

選
抜
料
は
二
〇
〇
円
と
す
る
。

保
育
料
は
月
額

一
、
○
○
○
円
と
す
る
。
在
籍
者
は
出
席

の
有
無
に
か

・
わ
ら
ず
毎
月
五

日
ま
で
に
そ
の
月
分
を

納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

入
園
料
は

一
、
○
○
○
円
と
し
入
園
の
際
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

既
納
の
選
抜
料
、
保
育
料
、
入
園
料
等
は
理
由
の
如
何
に
か

・
わ
ら
ず
返
還
し
な
い
。

こ
の
園
則
は
昭
和
三
十
年
四
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
。

こ
の
園
則
実
施
に
必
要
な
る
細
則
は
園
長
が
定
め
る
。
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と
こ
ろ
で
加
藤
孝
吾
園
長
外
五
名
の
教
職
員
は
、
健
康
第

一
主
義
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
幼
児

の
健
康
教
育

を
推
進
す
べ
く
開
園
の

準
備
に
取
り
か
か

っ
た
。

幼
児
の
健
康
教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
幼
児
用
プ
ー
ル
が
最
初
に
用
意
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
楕
円
形

コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
、
深
さ
三
十
糎

の
プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
設
置
基
準
の
固
定
遊
具
を
そ
れ
ぞ
れ

一
基
ず

つ
と
、
当
時
と
し
て

は
珍
し

い
新
製
品
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ジ
ム
が
設
置
さ
れ
、
入
園
式

の
準
備
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。



園
舎
は
大
正
年
間
に
建
て
ら
れ
た
古

い
建
物
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
小
さ
な
ス
テ
ー
ジ
も
備
わ
っ
た
遊
戯
室
に
お
い
て
第

一
回
の
入
園

式
が
挙
行
さ
れ
た
。
保
護
者

に
付
き
添
わ
れ
て
式
に
臨
ん
だ
園
児
は
、
あ
ど
け
な
い
笑
顔
の
四
才
児
、
五
才
児
が
合
計
十
三
名
で
、
そ

の
三
分
の

一
は
日
本
体
育
大
学
の
教
職
員
の
子
女
で
あ
り
、
そ
の
他
は
地
元
の
子
ど
も
た
ち
で
あ

っ
た
。

当
初
、
園
則
第
五
条
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、

一
年
保
育
組

(満
五
才
よ
り
小
学
校
就
学
迄
)
四
〇
名
、
二
年
保
育
組

(満
四
才
よ
り

満
五
才
迄
)
二
〇
名
、
計
六
〇
名
を
予
定
し
て
い
た
が
、
初
年
度
は
園
児
が
十
三
名
と
少
数

で
あ

っ
た
。
た
め

に
、
七
月
の
保
育
に
は

毎
日
プ
ー
ル
遊
び
が
組
み
こ
ま
れ
る
な
ど
、
ゆ
と
り
あ
る
保
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
入
月
の
夏
休
み
中

で
も
、
午
前
中

は
園
児
、
午
後
か
ら
は
そ
の
兄
弟
姉
妹
ま
で
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
め
る
よ
う
な
配
慮
も
な
さ
れ
た
。
そ
の
指
導

に
は
、
加
藤
孝
吾
園
長

は
じ
め
教
職
員
が
毎
日
交
代
で
当

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
的
な
雰
囲
気
も
、
次
第
に
園
児
が
増
加
し
て
い
く
う
ち
に

困
難
と
な

っ
て
い
っ
た
が
、
教
職
員
は

一
層
そ
の
教
育
意
欲
を
昂
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
二
年
四
月
、
こ
れ
ま
で

「学
校
法
人
日
本
体
育
会
あ
さ
ひ
幼
稚
園
」
と
し
て
い
た
園
名
が
改
称
さ
れ
る
。
名
称
と
し
て
は

や
や
長
す
ぎ
、
普
通

の
呼
称
に
も
不
便
な
こ
と
が
多

い
の
で
こ
れ
を
簡
明
に
表
現
す
る
と
い
う
理
由
か
ら

「
日
体
幼
稚
園
」
に
改
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第

一
部
第
四
章
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
当
該
箇
所
に
譲

る
こ
と
に
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
に
家
庭
的
雰
囲
気
で
教
育
が
な
さ
れ
て
き
た
日
体
幼
稚
園
も
、
今
で
は
三
十
年
の
歳
月
を
刻
み
伝
統
あ
る
幼

稚
園
に
成
長
し
た
が
、
そ
れ
は
次
頁
に
掲
げ
る
教
貝
お
よ
び
園
児
数
の
推
移
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「教
職
員
お
よ
び
園
児
の
推
移
」
が
語

っ
て
い
る
よ
う

に
、
昭
和
三
十
七
年
に
は

一
〇
〇
人
を
越
す
卒
園
者

を
出
す
と
と
も
に
、
三

十
九
年
に
は
教
員
も
九
名
に
増
員
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
五
年
に
は
卒
園
生
が
二
〇
〇
人
を
越
え
る
ま

で
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
園
則

の
第
五
条
す
な
わ
ち

「
こ
の
幼
稚
園
の
収
容
定
員
は
、
二
二
〇
名
と
し
、
学
級
編
成
は
、
満
3
歳

の
組
、
満
4
歳
の
組
及
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び
満
5
歳
の
組
と
す
る
L
が
完
全
に
満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
設
立
時
か
ら
平
成
三
年
度
ま
で
に
送
り
出
し
た
卒
園
児

は
、
計
四
、
九
二
二
名
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。

②

施
設

・
設
備
の
拡
充
と
整
備

昭
和
三
十

一
年
十
二
月
、
日
本
体
育
会
あ
さ
ひ
幼
稚
園
の
設
立
者
で
あ
る
米
本
卯
吉
理
事
長
は
、
当
時

の
世
田
谷
区
長
で
あ

っ
た
長

島
牡
行
宛
に
園
舎
変
更
の
申
請
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
変
更
理
由
書
に
は

「在
来

の
建
物
は
相
当
の
年
数
に
達
し
、
当
分
の
間
は
使
用

す
る
と
し
て
到
底
長
期
の
使
用
に
堪
え
得
な
い
の
で
將
来
の
理
想
的
綜
合
計
画
に
よ
り
、
保
育
室
、
遊
戯
室
、
職
員
室
、
会
議
室
、
事

務
室
等
を
含
む
園
舎
の
増
築
を
第

一
期
と
し
て
実
施

い
た
し
幼
児
教
育
の
成
果
を
挙
げ
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
か
く
し
て
こ
の

計
画
に
そ
っ
て
、
木
造
二
階
建
の
園
舎

が
新
築
さ
れ
、

一
階
が
幼
稚
園
保
育
室

に
、
二
階
が
学
校
法
人
日
本
体
育
会
の
本
部
に
あ

て
ら

れ
た
。
そ
し
て
園
児
数
の
増
加
に
よ
り
昭
和
三
十
七
年
度
は
、
園
庭
の
隅
に
プ
レ
ハ
ブ

の
園
舎

一
棟
を
建
て
、

三
部
屋
で
三
ク
ラ
ス
、

計
十
ク
ラ
ス
が
編
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
園
舎

の
北
側
の
土
地
百
五
坪
を
購
入
し
て
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
園
舎

の
新

築
第

一
期
工
事
が
始
ま

っ
た
。

こ
の

一
期
工
事
は
、
昭
和
四
十
年
度
に
完
成
し
、
引
き
続
き
同
年
六
月
二
期
工
事

に
入
る
と
、
古
い
園
舎
の
三
分
の

一
が
取
り
壊
さ

れ
て
、
プ

レ
ハ
ブ
保
育
室
に
い
た
年
長
児
三
ク
ラ
ス
が
新
園
舎
に
移
転
し
た
。

一
期
工
事
の
園
舎
か
ら
鉤

の
手

に
、
正
面
玄
関
迄
の
保

育
室
が
七
室
、
職
貝
室
、
用
務
員
室
、
洗
面
所
、
二
階
は
日
本
体
育
会
事
務
局
及
び
理
事
長
室
を
配
し
、
十
二
月
に
は
鉄
筋
平
屋
建

の

遊
戯
室
が
新
築
、
四
十
二
年

一
月
に
は
園
舎
及
び
遊
戯
室
新
築
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
と
同
時
に
、
園
児

の
定
員
は
六
〇

名
か
ら

一
六
〇
名
に
増
員

の
認
可
を
得
た
の
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
遊
戯
室
南
側
運
動
場
に
大
屋
根
を
設
置
す
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
雨
天
の
日
で
も
保
育
室
外
で
の
遊
び
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が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

昭
和
五
十
四
年
秋
、
日
体
会
館
の
完
工
に
よ

っ
て
、
日
本
体
育
会
本
部
が
移
転
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
園
舎
園
庭
の
す

べ
て
を
日
体

幼
稚
園
の
専
用
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
こ
の

一
方
で
翌
五
十
五
年
十
月
九
日
、
加
藤
孝
吾
初
代
園
長

が
死
去

(享
年
七
十
五

才
)
、
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
は
じ
め
た
本
園
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
人
材
を
失

っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
園
長
代
行
を
務

め
て
い
た
磯
瑞
代
が
十

一
月
十
七
日
付
を
も

っ
て
園
長
に
就
任
し
た
。
こ
の
時
、
園
児
は
定
員
の

一
六
〇
名
を
大
き
く
上
回
り
、
定
員

増
が
焦
眉
の
急
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
園
舎
の
増
築
を
行
う
こ
と
で
、
五
十
六
年
の
夏
休
み
に
入

っ
て
か
ら
二
階
に
保
育
室
を
三
室
、

そ
の
他
内
外
の
階
段
、
給
排
水
衛
生
設
備
等
の
工
事
が
十
月
末
に
完
成
し
た
。
ま
た
、
翌
年
の
五
十
七
年
に
は
園
庭
改
修
整
備
工
事
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
園
内

で
体
育
祭
が
復
活
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

世
田
谷
区
長
に
、
定
員
増
の
申
請
を
提
出

の
運
び
と
な

っ
た
の
は
昭
和
五
十
八
年
に
入

っ
て
か
ら
で
、
東
京
都
お
よ
び
世
田
谷
区
か

ら

の
視
察
を
受
け
、
そ
の
結
果
定
員
二
二
〇
名

の
認
可
を
得
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
ク
ラ
ス
編
成

は
、
三
才
児
ニ
ク
ラ

ス
、

四
才
児
三
ク
ラ

ス
、
五
才
児
三
ク
ラ
ス
に
確
定
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十

一
日
、
第
三
十
回
創
立
記
念
日
を

迎
え
た
の
で
あ
る
。
記

念
式
典
及
び
祝
賀
会
は
、
東
京
都
知
事
、
世
田
谷
区
長
、
そ
の
他
私
立
幼
稚
園
関
係
者
多
数
を
招

い
て
、
世
田
谷
三
越
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ

ス
の
大
広
間
に
於
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

今
日
、
平
成

の
時
代
を
迎
え
、
本
園
は
創
立
以
来
の
教
育
目
標
で
あ
る
健
康
教
育

の
具
現
の
た
め
、

一
層

の
努
力
を
重
ね
る
こ
と
を

期
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈹

教
育
内
容
の
特
色

あ
さ
ひ
幼
稚
園
設
立
当
時

の
主
要
教
科
名
は
、
幼
稚
園
設
置
要
綱
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
「健
康
保
育
、
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リ
ズ
ム
、
休
息
、
音
楽
、
自
由
遊
び
、
お
話
、
自
然
観
察
、
絵
画
、
製
作
、
ご
っ
こ
遊
び
、
劇
遊
び
、
人
形
芝
居
、
見
学
、
年
中
行
事
L

で
あ
る
。
こ
の
目
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
三
十

一
年
度
か
ら
は
日
体
大
の
体
育
祭
に
参
加
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
ま
た
、
翌

年
の
三
十
二
年
度
か
ら
は
世
私
幼
連
合
体
育
祭
に
参
加
出
場
し
た
り
、
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
た
第
十
四
回
国

民
体
育
大
会

(昭
和
三

十
四
年
)
に
参
加
出
場
し
た
り
と
、
開
園
間
も
な

い
頃
か
ら
対
外
的
に
も
非
常
に
積
極
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
七
年
に
は
、
「
日
体
幼
稚
園
の
歌
」
が
作
詞
・作
曲
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
種
行
事
に
と
も
な
い
、
次

に
掲
げ
る
体
操
が
構
成

・

作
曲
さ
れ
て
い
る
。

制

定

年

名

称

備

考

昭
和
三
十
七

積

木

体

操

三
才
児
向
き
の
体
操
と
し
て
ジ
ュ
ニ

ア
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い

た
体
操

四

十
一

よ

い

子

の

棒

体

操

幼
児
の

新
し
い

体
育
遊
具
と
し
て
体
操
棒
を
考
案。

年
長
児
向
き

四
十
二

亜

鈴

体

操

手
具
「
カ
ラ
i

亜
鈴」

を
使
用

四
十
三

リ

ン

グ

体

操

カ

ラ

ー

リ

ン

グ

を

使
用

四
十
四

み

ん

な

の

棒

体

操

体
育
棒
を
使
用。

年
少
組
向
き

四
十
五

ボ

ー

ル

体

操

ボ
ー
ル
を
用
い
た

集
団
体
操

四
十
六

な

わ

と

び

体

操

短
な
わ
を
使
用

四
十
七

く

み

た

て

体

操

幼
児
の
集
団
体
操
と
し
て

一1303一



四
十
入

ロ

ー

プ

体

操

誘
導
ロ
ー
プ
を
使
用

四
十
九

チ

ュ

ー

ブ

体

操

カ

ラ

ー

チ
ュ

ー
ブ

を

使

用

五
十

つ

み

き

体

操

ジ
ュ

ニ

ア

ブ

ロ

ッ

ク

を

使

用

五
十
一

う

ち

わ

体

操

う
ち
わ
を
使
用
し
た
集
団
体
操

五
十
二

プ
レ

ー
バ

ル

ー
ン

体

操

プ
レ
ー
バ
ル
ー
ン

を
使
用
し
た
集
団
体
操

五
十
四

メ

イ

ポ

ー

ル

体

操

メ
イ
ポ
ー
ル
を
使
用
し
た
集
団
体
操

五
十
九

ふ

た

り

で

体

操

右
の
表
は
、
昭
和
三
十
七
年
以
来
、
独
自
の
発
想

に
基
づ
き
各
種
の
手
具
を
使
用
し
た
体
操
が
考
案
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は

「健
康
第

一
主
義
」
を
教
育
方
針
と
し
て
き
た
こ
と
と
並
ん
で
、
日
体
幼
稚
園
の
も
う

一
つ
の
特
色
と
し

て
本
沿
革
史
に
深
く
刻

み
込
ま
れ
ね
ば
な
る
ま

い
。
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日
体
柔
整
専
門
学
校

救

P
.

,夢

校

歌

高
木
晋
輔

作
詩

安
彦
善
博

作
曲

、
世
田
谷

の
地

の
朝
あ
け

に

そ
び
え
て
建
て
る
我

が
学
舎

高
き
理
想
を
胸

に
抱
き

深
き
真
理
を
求
め

つ
つ

若
き
命

の
集
う
な
り

日
体
柔
整
専
門
学
校
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澱画
(

↓

二

、

三

、

桜
並
木
に
優
ら
ん
と

花
咲
き
誇
る
我
が
学
舎

温
故
知
新
の
精
神
を

明
る
い
未
来

へ
継
ぎ
ゆ
か
ん

若
き
命
の
集
う
な
り

日
体
柔
整
専
門
学
校

望
め
ば
清
き
富
士
山
の

東
に
そ
び
え
る
我
が
学
舎

師
弟
同
行
を
胸
に
抱
き

柔
整
の
道
を
究
め
ん
と

若
き
命
の
集
う
な
り

日
体
柔
整
専
門
学
校
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